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加
工
・
処
理

溶
接
、
切
削
加
工

株
式
会
社
鈴
木
製
作
所
　
　
東
大
阪
市

住　所 〒579-8013
 東大阪市西石切町6-3-36
T E L 072-981-9009
F A X 072-981-9008
創　業 昭和42年
資本金 1,000万円
従業員 15名
代表取締役　鈴木 健史

〝
溶
接×
切
削
技
術
〞で
創
造
す
る

製
缶・機
械
加
工
部
品
で

未
来
を
創
る
も
の
づ
く
り
に
貢
献

株
式
会
社 

鈴
木
製
作
所

■主な事業内容

当社のものづくり
セールスポイント

金属製品製造、機械部品製造 
等

■主な取引先
液晶製造メーカー、半導体製造
メーカー、エネルギー関連メーカー、
環境関連メーカ－ 等

お客様と一緒に“ものづくり”に取り組む。それが私達の
モットーです。理念の「未来を創る“ものづくり”に貢献す
る」には、私達が携わる製造物が生活で使われ、その先
に繋がるものをも創っている、という想いが込められてい
ます。今後も留まることなく、常に“ものづくり”を追求して
いきたいと思います。

無限に広がる“ものづくり”
常に追求し、続けていきます

代表取締役  鈴木 健史 さん

他社に
は

負けな
い株式会社鈴木製作所

http://www.su-ss.com

Company Profile

コスト
相  談

納  期
相  談

メイドイン
ジャパン

試作可
小ロット

企画力
自信有

溶
接
と
切
削
技
術
の
融
合
が
生
む

一
貫
生
産
の
メ
リ
ッ
ト

　

鈴
木
製
作
所
は
、
創
業
時
よ
り
製
缶
、
溶

接
主
体
の
部
品
製
作
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

事
業
拡
大
に
よ
る
数
回
の
工
場
移
転
に
伴
い
、

平
成
２
年
よ
り
設
備
投
資
に
注
力
。
以
来
、

機
械
加
工
部
品
の
製
作
に
も
着
手
す
る
よ
う
に
。

現
在
、
長
年
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
つ
溶
接
・
切
削

技
術
を
用
い
た
製
缶
部
品
、
切
削
部
品
、
さ

ら
に
そ
の
両
方
の
技
術
を
必
要
と
す
る
製
缶
・

機
械
加
工
部
品
を
中
核
と
し
た
製
品
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

溶
接
技
術
と
切
削
技
術
の
融
合
は
、
他
社

に
は
な
い
製
作
提
案
を
可
能
に
し
て
い
る
。通
常
、

製
缶
と
切
削
加
工
は
別
の
業
者
に
出
す
こ
と
が

多
い
。
そ
の
た
め
、
納
期
管
理
が
ば
ら
ば
ら
に

な
り
、
製
作
面
で
も
コ
ス
ト
面
で
も
ト
ラ
ブ
ル
に

な
る
こ
と
が
あ
る
と
い
う
。
そ
の
点
、
社
内
で一

貫
し
て
製
作
で
き
る
同
社
は
、
コ
ス
ト
削
減
は

も
ち
ろ
ん
、
製
作
に
関
し
て
も
、
提
示
さ
れ
た

図
面
を
見
て
つ
く
る
だ
け
で
な
く
、
あ
ら
ゆ
る

相
談
、
プ
ラ
スα
の
提
案
が
で
き
る
こ
と
が
強

み
と
な
って
い
る
。

　

長
き
に
渡
る
不
況
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
顧
客

企
業
が
提
示
す
る
の
は
、
や
は
り
コ
ス
ト
削
減
。

し
か
し
、
同
社
で
は
目
先
の
コ
ス
ト
に
と
ら
わ

れ
る
こ
と
な
く
、
例
え
ば
「
こ
の
部
品
は
高
く

な
る
が
、
こ
の
あ
と
の
組
立
で
人
件
費
削
減
が

で
き
れ
ば
ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト
が
削
減
で
き
る
」
と

い
っ
た〝
先
を
見
据
え
た
提
案
〞に
力
を
注
ぐ
。

こ
れ
が
、
多
彩
な
業
界
か
ら
選
ば
れ
て
い
る
理

由
の
よ
う
だ
。

『
門
形
五
面
加
工
機
』
を
導
入

大
型
部
品
製
作
で

唯
一
無
二
の
存
在
を
め
ざ
す

　

同
社
が
得
意
と
す
る
の
は
、大
型
機
械
の
部

品
製
作
だ
。大
型
の『
門
形
五
面
加
工
機
』を
３

台
も
導
入
し
、最
大
３ｍ×

６・５ｍ
も
の
大
型
部

品
製
作
を
、材
料
調
達
か
ら
製
缶・機
械
加
工

ま
で
、複
数
工
程
を
一貫
し
て
受
注
で
き
る
体
制

を
確
立
。精
度
の
高
い
大
型
部
品
の
機
械
加
工

を
実
現
さ
せ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
強
み
を
活
か
し
た
主
力
製
品
は
、

製
造
装
置
の
部
品
の
土
台
と
な
る
フ
レ
ー
ム
、

ベッ
ド
、
架
台
。
さ
ら
に
、
機
械
フ
レ
ー
ム
に
付

随
す
る
プ
レ
ー
ト
、
溶
接
技
術
を
必
要
と
す
る

真
空
チ
ャ
ン
バ
ー
等
も
得
意
と
す
る
。
特
に
、

近
年
受
注
の
多
い
液
晶
半
導
体
関
連
は
、
大

型
部
品
で
も
求
め
ら
れ
る
精
度
が
厳
し
く
な
っ

て
い
る
。
そ
の
精
度
に
応
え
ら
れ
、
か
つ
大
型

部
品
を
製
作
で
き
る
数
少
な
い
企
業
と
し
て
、

そ
の
存
在
力
を
発
揮
し
て
い
る
。

技
術
を
磨
き
、
感
性
を
磨
く

常
に
最
先
端
に
携
わ
る
情
報
力
で

未
来
を
創
る
も
の
づ
く
り
を

　
「
最
先
端
の
技
術
に
関
わ
る
仕
事
を
す
る
」

こ
と
を
モ
ッ
ト
ー
と
す
る
同
社
。
次
に
注
力
す

る
の
は
、
太
陽
電
池
等
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
環
境

関
連
生
産
設
備
に
付
帯
す
る
部
品
製
造
だ
。

「
も
の
づ
く
り
が
変
わ
っ
て
も
、
新
し
い
も
の
を

求
め
る
動
き
は
変
わ
ら
な
い
。
常
に
そ
こ
に
近

い
と
こ
ろ
に
関
わ
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
語
る
鈴
木
社
長
が
大
切

に
し
て
い
る
の
は
、
情
報
力
。
技
術
を
磨
き
な

が
ら
、感
性
も
磨
く
。そ
こ
で
生
ま
れ
る
発
想
力
、

提
案
力
が
こ
れ
か
ら
の〝
も
の
づ
く
り
〞の
武
器

と
な
る
は
ず
だ
。

熟練の製缶技術を受け継いだ職人が、
柔軟に対応している

大型の『門形五面加工機』。3ｍ×6.5ｍ-1台、2.5ｍ×5ｍ-1台、2.5ｍ×4ｍ-1台を所有する
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加
工
・
処
理

金
属
・
樹
脂
部
品
の
塗
装

株
式
会
社
オ
ー
ク
マ
工
塗
　
　
東
大
阪
市

住　所 〒579‐8004
 東大阪市布市町3-2-57
T E L ０７２-９８８-１３６３
F A X ０７２-９８７-６９５９
設　立 平成12年5月1日
資本金 3,000万円
従業員 17名
代表取締役　大熊 重之

塗
装
に
対
す
る〝
４
つ
の
最
適
〞

的
確
な
提
案
で
問
題
解
決
！

満
足
を
提
供
す
る
企
業

株
式
会
社 

オ
ー
ク
マ
工
塗

■主な事業内容

当社のものづくり
セールスポイント

金属・樹脂部品の小物塗装

■主な取引先
ゴム製品製造メーカー、住宅資材・
プラスチック製品メーカー、自動車
部品メーカー、家電品部品メー
カー、大手開発室、モデル製作会
社、販促物製作会社 等

「創造性」を発揮することを大切にしています。工場設
計やクリーン塗装技術・システムは、現場力で生まれ
たもの。社員教育の充実により主体的に能力を発揮で
き、成長できる環境づくりに取り組んでいます。これら
のノウハウをコンサルティングする事業や教育セミナーも
始めています。

現場力を養うノウハウを活かし
コンサル・教育セミナーにも対応

代表取締役  大熊 重之 さん

他社に
は

負けな
い株式会社オークマ工塗

http://www.okumakot.com

Company Profile

コスト
相  談

納  期
相  談

オンリー
ワン技術

メイドイン
ジャパン

試作可
小ロット

量  産
対  応

企画力
自信有

多
業
種
・
素
材
・
塗
料
を
扱
う

塗
装
界
の
稀
有
な
存
在

　

オ
ー
ク
マ
工
塗
は
塗
装
専
門
メ
ー
カ
ー
。
同

社
が
取
り
扱
う
の
は
自
動
車
、
家
電
、
化
粧
品
、

建
築
金
物
と
いっ
た
部
品
塗
装
だ
。

　

塗
装
は
、〝
下
請
け
業
〞で
あ
る
こ
と
が
多
い
。

例
え
ば
プ
レ
ス
業
の
下
請
け
で
あ
れ
ば
鉄
、
ア

ル
ミ
素
材
し
か
扱
っ
た
事
が
な
い
と
い
う
の
が
ほ

と
ん
ど
だ
。
そ
ん
な
中
、
さ
ま
ざ
ま
な
業
種
、

素
材
、塗
料
を
扱
って
い
る
の
は
珍
し
い
。そ
こ
が
、

〝
塗
装
専
門
〞メ
ー
カ
ー
で
あ
る
こ
と
の
ゆ
え
ん

だ
。

　

多
彩
な
経
験
を
得
た
の
は
、
大
熊
社
長
の

チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
と
好
奇
心
に
あ
る
。「
何
で
も

や
り
た
い
と
思
う
性
分
。
挑
戦
し
て
み
る
と
面

白
い
。
そ
の
延
長
線
上
に
、
お
客
様
の
ニ
ー
ズ

が
あ
っ
た
ん
で
す
」
と
語
る
。
７
年
前
に
立
ち

上
げ
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
り
顧
客
層
も
大
幅

に
増
え
、
聞
こ
え
て
く
る
ニ
ー
ズ
も
増
加
、
さ

ら
な
る
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
幅
も
広
が
り…

…

と
、

大
熊
社
長
の
好
奇
心
が
も
た
ら
し
た
相
乗
効

果
は
絶
大
だ
。

常
識
を
く
つ
が
え
す
新
発
想
で

塗
装
の
幅
を
広
げ
る

　

同
社
の
強
み
は
大
き
く
４
つ
あ
る
。
ま
ず
、

『
準
ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム
に
よ
る
ゴ
ミ
・
ホ
コ
リ
な
し

塗
装
』。
塗
装
は
ウ
ェッ
ト
な
状
態
で
行
う
た
め
、

ゴ
ミ
・
ホ
コ
リ
が
つ
い
て
し
ま
う
。
そ
こ
で
レ
ー

ザ
ー
光
線
や
煙
幕
、
ラ
イ
ト
を
駆
使
し
て
ホ
コ

リ
の
流
れ
を
確
認
。
そ
れ
に
沿
っ
て
ホ
コ
リ
や
ゴ

ミ
を
遮
断
す
る
等
ク
リ
ー
ン
な
環
境
で
、『
ゴ
ミ

の
見
え
る
化
』
シ
ス
テ
ム
を
つ
く
り
上
げ
て
い
る
。

さ
ら
に
顕
微
鏡
や
ロ
ー
ラ
ー
、
ハ
ケ
等
も
動
員

さ
せ
て
対
処
。
細
か
い
こ
と
の
積
み
重
ね
に
よ
り
、

徹
底
し
た
除
去
を
行
って
い
る
。

　

次
に
、『
４
つ
の
最
適
化
塗
装
』。
液
体
塗
装

に
対
応
す
る
手
吹
塗
装
、
電
着
塗
装
や
、
粉

体
で
は
流
動
浸
漬
等
々
、
塗
装
に
は
さ
ま
ざ
ま

な
方
法
が
あ
る
。
ま
た
自
動
車
、
家
電
、
建

築
金
物
等
そ
の
製
品
に
よ
っ
て
管
理
の
仕
方
、

検
査
の
方
法
は
異
な
る
。
こ
れ
ら
を
知
ら
な
い

顧
客
に
対
し
、
ま
ず
「
素
材
」
に
合
っ
た
「
塗

装
方
法
」
を
選
定
、「
塗
料
の
種
類
」、「
管
理

方
法
」
の
最
適
化
を
図
り
提
案
。
無
理
な
コ
ス

ト
ダ
ウ
ン
で
は
な
く〝
最
適
コ
ス
ト
〞に
よ
る
コ
ス

ト
ダ
ウ
ン
を
図
る
。

　

３
つ
目
は
、
最
短
１
分
か
ら
90
分
で
仕
上
げ

る
『
ク
イ
ッ
ク
タ
イ
ム
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
』。

素
材
を
選
ば
ず
、
１
個
か
ら
仕
上
げ
る
試
作

塗
装
だ
。
企
業
の
大
小
を
問
わ
ず
商
品
開
発

等
か
ら
の
依
頼
が
増
加
し
て
い
る
。

　

そ
し
て
４
つ
目
は
『
塗
装
問
題
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
』
だ
。
多
彩
な
業
界
で
の
経
験
と
ノ
ウ
ハ
ウ

を
活
か
し
セ
ミ
ナ
ー
を
開
く
等
、
同
業
者
に
も

対
応
し
て
い
る
。

　

現
在
、室
内
ク
ロ
ス
の
上
か
ら
塗
装
を
施
せ
る

『
ロ
ー
コ
ス
ト
リ
ペ
ア
シ
ス
テ
ム
』を
考
案
中
。ま
た
、

タ
イ
ヤ
等
へ
の
ゴ
ム
塗
装
や
、日
本
で
は
未
存
の

カ
オ
チ
ン
電
着
の
カ
ラ
ー
化
、バ
レ
ル
電
着
の
開

発
に
成
功
す
る
等
、こ
れ
か
ら
が
楽
し
み
な
用

途
開
発
を
続
々
と
抱
え
て
い
る
。各
業
界
内
に

は
な
い
発
想
を
、塗
装
分
野
で
提
案
す
る
。そ
れ

が
、同
社
が
め
ざ
す
次
な
る
ス
テ
ー
ジ
だ
。 多彩な工法を持つ塗装。高い技術力で顧

客にとっての“最適化”を提案

幅広いオークマ工塗の塗装ラインナップ。ショールームでの確認、商談も好評




